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【事業の目的】

プロジェクト「まるごと大径木の挽く挽く(わくわく)使おう大きな木」は、

誰でも作れる板倉ユニットハウスの技術開発を目的とし、地方の製材所

ならではの大径木化した原木の木取りから建築資材の開発を目指し、情

報発信を行なっていく。

板倉ユニットハウス
技術開発

落とし込み壁工法試験

建築資材の開発
製材・試験挽き

大径木原木の木取り

➡

➡

情報発信

DIY
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実施項目 事業内容 実施期間 備 考
ア 検討委員会の開催
等

○ 委員会の構成員
石垣充 西日本工業大学デザイン学

部建築学科

杉岡世邦 有限会社杉岡製材所

加藤重信 株 チクモク

白金聖臣 白金材木店

進藤浩三 添田木材有限会社

北田智昭 高原木材 株 福岡支店

多田啓 株 アサモク

片桐幸彦 福岡県農林業創業試験場資

源活用センター

消費者団体等
○ 開催回数 回
○ 検討項目
・原木の木取りと製材試験
・パネルの試作と強度試験
・パネルの施工
〇事業の指導・進行管理方法
毎月実行関係者による会議を

行い検討委員会の大径化し
た原木の利用についての技
術開発アイディアを活かす

検討委員会
開催時期
・ 月下旬
・ 月下旬
・１月下旬

・ 月
・ 月
・ 月

・随時開催

イ 製品・技術の試験
及び分析

○ 試験・分析項目と手法
１ 大径木の利用拡大を目標
として、本事業では以下の観
点から、大径木による板倉式
パネルの製品・技術開発に取
り組む。

①素人にも馴染みやすい、
で実現可能な工法であるか。
②建築基準法の構造規定に適
合し、建築工法として展開が
見込める工法であるか。
③合理的な構造と施工性が確
保される工法であるか。
④意匠性の向上が図られる工
法であるか。

７月～９月

２ 大径木による板倉式パネ
ルの開発にあたっては、上記
を踏まえ以下の検証フローを
実施する。（別図 参照）

①大径木ならではの「良さ」
をＰＲすることを主目的と
し、既存の落とし込み式板倉
構法をベースとした仮設性を
重視したユニットパネルの製
作を検討する。（ルートＡ）

②建築工法としての展開や意
匠性の向上を目的として、ア
ウトセット（外付）型の大径
木耐力壁材の製作を検討す
る。（ルートＢ）

月～ 月

月～ 月

（ルートＡ）
補足参照

（ルートＢ）
補足参照
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ルートＡ

③上記①及び②について各々
同時に検証を進め、どちらか
有効性のある工法にて、４．
５～６帖程度のユニットハウ
ス（若しくはキャビン 小屋）
の試作を実施する。この試作
品にて大径木の「良さ」や施
工性について体感的な検証を
行う。

月～ 月
試作にあたって
は、製材から建て
方に至る一連の工
程を、可能であれ
ば一般参加型イベ
ントとして実施
し、また記録し公
開することで、木
質化普及の一助と
なることを期待す
るものである。

ウ 技術の普及活動の
実施

○ 普及方法
・板倉ユニットハウスがパネ
ル工法により誰でも作れる消
費者参加のユニットハウスを
作る。
・災害時の避難者のブースと
しての利用を自治体に す
る。
・大径木活用、板倉ユニット
ハウスパンフ制作・チラシ制
作
・動画の制作
板倉ユニット組み立て紹介動
画

月～ 月

月

月

月～ 月

エ 事業報告書の作成
及び成果の普及

○ 作成部数
パンフ 部（ 二つ折り
作成
・チラシ 部 両面 作
成

○ 普及方法
・パンフ 部 配布
・チラシ 部 配布

月

月

・板倉ユニットハウスパネル
工法製作動画公開

【補足】
：

これは、運搬が比較的容易でＤＩＹも可能なように、サイズをコンパクトにした板倉式のユニットパネ

ルであり、施工性と軽量性を追求することを主眼に置いた検証方針とする。落とし込み式板倉構法につ

いては、既に壁倍率・防火性能に関して大臣認定を受け確立した構法であるため、本パネルの構造的な

検証については実大強度試験によらず、既往の構造特性を参照し、机上の構造検証に留めるものとする。

屋内の仮設ブースや簡易間仕切などへの応用が直ぐにも可能であるのが最大の長所と言える。

ルートＢ：
これは、落とし込み式板倉構法が架構の応力芯（壁・柱芯）に配置されるのに対して、柱・間柱の側面

に厚板を配置して、水平力に対抗するものである。

長所としては、表装材としての厚板が耐力要素でもあるため、壁内部の筋交いが不要となる。下地材と

しての柱が見えない為、大径木のランダムな配置による水平基調の意匠性が増す。外付けであるため、

既存木造建築への後付耐震補強材としての可能性も広がる。などがあげられる。この工法については実

大の加力試験を行ない、壁倍率相当値を求めることとし、建築工法へ繋げることを目的とする。尚、パ

ネル化は想定しないものとする。



ア . 検討委員会の開催
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第 1回「まるごと大径木」検討委員会（議事録）
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イ . 製品・技術の試験及び分析
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ウ . 技術の普及活動の実施
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（エ . 事業報告の作成及び成果の普及）
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【まとめ】
1）地元・地域での大径木の原木産出が見込まれる事から、今回の事業の
原木丸太の調達・試験製材・乾燥の取り組みを実践したグループで木製
品の普及を推進する。
2）建築基準法で規定されている落とし込み板壁工法の壁倍率は、2.5 倍
に対して、板幅約 200mmで 2.9 倍、板幅約 300mmで 3.1 倍であった。
その結果・大径木厚板を用いた落とし込み式板倉工法は非住宅建築物へ
の利用が図れる。
3）板倉ユニットハウスの試作品の建て方実演と展示公開をメディアを通
じて行った結果、会場の添田町物産展示場に多くの方が来場し、実寸大
の被試験体の展示や、大径木利用促進の必要性を知ってもらえました。
大きな木の感触や、木の香りを体感し、来場記念の木工品を配布、アンケー
ト調査にご協力頂きました。

【課題】( まるごと大径木～今後の取り組みと展望～)
昨今の集中豪雨災害は、地球温暖化による気象変動や森林の荒廃・放置
林の問題に起因するところが大きいと思われ、国は 2050 年までに脱炭
素社会や温室効果ガス消滅目標を掲げています。木材 1㎥あたり、CO2
の吸収固定量はガソリン 300L の排出量に相当し、地域の木製品を積極
的に使うことは、環境・森林保全にもつながっています。
今回の事業で行った「まるごと大径木」展示会開催による効果は林業、
建築一般消費者に、大径木の抱える問題や、林業を知ってもらえる機会
になります。一本の木から、家の建材や良質な家具材、小さい木製品や
子どものおもちゃへと加工されていく過程を知ってもらえば、地域の木
に目を向け、大切にしてもらえるきっかけとなります。そして、将来の
農林業界を担う子どもたちへの木育としても役立つと考えます。
今後の取り組みとしては大径木の利用拡大の一貫として、誰でも作れて
建てられるDIY に適した『EB材』(EasyBuild 材 ) を開発し普及していき
たいと考えています。


